ICT 利用で世界的にオープン化が進む高等教育 ─先進的なe ラーニングとオープンエデュケーショナルリソース─ by 古川 貴雄 et al.



























科 学 技 術 動 向　2011年 2月号





 古川　貴雄 白川　展之 






































Science & Technology Trends   February  2011





した NPO として National Center for 
Academic Transformation（NCAT）1）





ク ト を 行 っ て い る。 図 表 2 に、




生 1 名当たりの費用が 439USD か
ら 351USD に 下 が り、 全 受 講 生
4,640 名では合計 408,320USD の費
用削減効果があった。バージニア
工科大学の数学コースの場合には、
学生 1 名当たりの費用を 91USD か
ら 21USD まで下げ、77% の費用
削減が可能となった。テネシー大
学のスペイン語コースでも、学生
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87.25% に上昇した。

































































































Sakai8）な ど が 知 ら れ て い る。
Moodle の場合、登録されている利
用者数が増え続け、2010 年末には






























uted Learning Initiative 注 1）によっ
て SCORM という規格が標準化さ
注1：米国国防総省の長官官房 人事・即応担当次官（the Under Secretary of Defense for Personnel and Readiness：
OUSD P&R）所管のイニシアティブで、クリントン政権下の 1998年に開始された 10）。
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ダーや Google Docs を含むクラウ
ド 型 ア プ リ ケ ー シ ョ ン で あ る







図表 4　オープンソースの学習管理システム Sakai の例㩿㪸㪀㩷㪪㪸㫂㪸㫀 䈱䉴䉪䊥䊷䊮䉲䊢䉾䊃㩷 㩿㪹㪀㩷㪪㪸㫂㪸㫀 䈱ឭଏ䈜䉎ᯏ⢻㩷䉮䊤䊗䊧䊷䉲䊢䊮䉿䊷䊦䊶ㅢ⍮䊶ㅪ⛊䊶䉰䉟䊃㑐ㅪᖱႎ䊶ෳട⠪䊥䉴䊃䊶㔚ሶ䊜䊷䊦䉝䊷䉦䉟䊑䊶Wiki䊶䊑䊨䉫䊶䉦䊧䊮䉻䊷䊶䉼䊞䉾䊃䊶䊂䉞䉴䉦䉾䉲䊢䊮䊐䉤䊷䊤䊛䊶↪⺆㓸䊶ᄖㇱ䉡䉢䊑䊕䊷䉳䊶䊆䊠䊷䉴 䊁䉞䊷䉼䊮䉫/䊤䊷䊆䊮䉫䉿䊷䊦䊶䉲䊤䊋䉴䊶ᤨ㑆ഀ䊶⺖㗴䊶䊁䉴䊃䊶ᚑ❣⹏ଔ䊶䊐䉜䉟䊦౒᦭䊘䊷䊃䊐䉤䊥䉥䉿䊷䊦䊶ㅴ᝞▤ℂ䊶䊐䉞䊷䊄䊋䉾䉪䊶䊧䊘䊷䊃▤ℂ䊶䊁䊮䊒䊧䊷䊃 出典：参考文献7）
図表 3　オープンソースのMoodle における登録利用者数の推移
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国 107 組織が OCW の活動を行っ
ている 17）。日本国内でも日本オー
プンコースウェアコンソーシアム









て も、 同 様 の ポ ー タ ル サ イ ト
Universia19）が存在する。中国では、
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することは容易ではない。アップ
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図表 8　カーネギーメロン大学オープンラーニングイニシアティブ（CMU OLI）で提供されている機能
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図表 9　iLab Network プロジェクトで米国ノースウエスタン大学が提供する環境
科学のオンライン実験 ⺃ዉ⚿ว䊒䊤䉵䊙⊒శಽశⵝ⟎ታ㛎⹜ᢱታ㛎䊂䊷䉺


























































































































































コンテンツ作成費用は 1.0 ～ 1.5 万
USD と評価され 15）、2000 コース











































UNESCO 国際教育計画研究所 30） 
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